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商業部会・サービス業部会では、インボイス制度の導入によ
り事業環境変化の影響を受ける中小・小規模事業者の皆様が円
滑に対応ができるよう説明会を開催しました。本格的な運用開
始は2023年の10月からとなっておりますが、適格請求書の
発行事業者登録申請は既に開始しております。42名の参加者
にご理解いただけるよう、制度の概要と実務上対応のポイント
などを、サービス業部会の幹事である税理士事務所の和氣・阿
部両講師にわかりやすく説明して頂きました。
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宇
佐
商
工
会
議
所
か
ら
提
出
し
た

「
宇
佐
市
へ
の
提
言
・
要
望
書
」
に
対
す
る
回
答

原
油
・
原
材
料
価
格
高
騰
及
び
円
安

の
影
響
に
関
す
る
支
援
に
つ
い
て

【
回
答
：
商
工
振
興
課
】

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
の
影

響
に
よ
り
燃
油
代
や
光
熱
費
、
原
材
料
費
が

高
騰
し
、
多
く
の
事
業
者
の
経
営
状
況
に
悪

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、

昨
年
２
回
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
支
援
事
業

と
今
年
１
月
に
は
、「
小
規
模
事
業
者
等
物

価
高
騰
対
策
給
付
金
」
を
貴
団
体
の
協
力
に

よ
り
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
期
間
を

３
月
25
日
か
ら
６
月
25
日
ま
で
と
す
る
「
第

３
弾
地
域
消
費
喚
起
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
支

援
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
も
現
在
、
貴
団
体

と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
国
・
県
と
連
携

す
る
と
と
も
に
貴
団
体
と
の
協
議
を
重
ね
、

物
価
高
騰
対
策
を
含
め
た
総
合
的
な
経
営
支

援
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
対
策
の
拡

充
・
強
化
に
つ
い
て

【
回
答
：
商
工
振
興
課
】

本
市
と
し
ま
し
て
は
、
現
在
ま
で
事
業
継

続
の
下
支
え
を
主
と
し
て
、
国
の
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
」
を
活
用
し
「
地
域
消
費
喚
起
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
支
援
事
業
」
や
「
小
規
模
事

業
者
元
気
ア
ッ
プ
事
業
」、「
宇
佐
市
小
規
模

事
業
者
等
物
価
高
騰
対
策
事
業
」
等
、
多
く

の
支
援
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
国
が
今
年
５
月
８
日
に
、

「
２
類
相
当
」
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
と
同
じ
「
５
類
」
に
移
行
す
る
方
針

を
決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
物
価

が
高
騰
し
て
い
る
状
況
を
引
き
続
き
注
視
す

る
と
と
も
に
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

支
援
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
貴
団
体
と
協
議

を
す
る
な
か
で
実
効
性
の
あ
る
事
業
者
支
援

策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
の
更
な
る
普

及
促
進
に
つ
い
て

【
回
答
：
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
】

本
市
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
は
、、
昨

年
度
に
は
、
４
憶
７
千
万
円
を
超
え
、
約

３
万
４
千
件
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
更
な
る
拡
大
に
向
け
て
「
魅
力
的

な
返
礼
品
」、「
魅
力
を
伝
え
る
効
果
的
な
広

告
・
広
報
」、「
魅
力
的
な
事
業
活
用
」
を
推

進
項
目
と
し
て
設
定
し
、、
関
係
者
の
連
携

の
も
と
で
事
業
展
開
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

特
に
「
魅
力
的
な
返
礼
品
」
の
取
組
み
に
は
、

地
場
企
業
や
関
係
団
体
と
の
連
携
が
不
可
欠

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
協

議
、
検
討
の
機
会
を
調
整
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

市
営
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
を
設
立
す
る
こ

と
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

【
回
答
：
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
】

現
在
、
西
大
堀
地
区
に
都
市
公
園
の
整
備

を
計
画
し
て
お
り
、
そ
の
公
園
の
敷
地
内
に

管
理
運
動
施
設
、
屋
外
運
動
施
設
、
芝
生
広

場
の
整
備
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

管
理
運
動
施
設
内
に
は
各
種
マ
シ
ー
ン

（
15
台
）
を
配
置
し
た
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
施
設
」
と
、
隣
接
し
た
焼
却
施
設
の
余
熱

を
活
用
し
た
「
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
施
設
」、

約
30
名
程
度
収
容
で
講
義
や
ヨ
ガ
教
室
な
ど

様
々
な
利
用
が
可
能
な
「
体
験
学
習
室
」
を

設
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
産
業
・
地

域
活
性
化
に
つ
い
て

【
回
答
：
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
】

「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
は
、
２
０
１
９
年
の
茨
城

国
体
か
ら
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
開
催
さ

れ
て
お
り
、
近
年
、
国
内
に
お
い
て
も
流
行

の
兆
し
を
見
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
「
交
流
不
足
の
解
消
」「
新
し

い
趣
味
の
発
見
」「
健
康
促
進
（
運
動
不
足

の
解
消
、
認
知
症
の
予
防
）」
な
ど
の
地
域

活
性
化
と
し
て
の
ツ
ー
ル
と
し
て
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
を
政
策
と
し
て
進
め
て
い
る
事
例
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
の
側
面
だ
け
で
な
く
、
健
康
づ
く
り
・
世

代
間
交
流
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

地
域
発
信
・
地
方
創
生
の
他
、
地
域
経
済
の

活
性
化
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
高
い
こ

と
か
ら
今
後
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
認
知

度
は
ま
だ
低
く
、
そ
の
活
用
や
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
の
活
用
と
い
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
今
後
調
査
・
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

外
国
人
と
の
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
住
民
へ
の
異
文
化
理
解
力
向

【
回
答
：
秘
書
広
報
課
】

本
市
で
は
住
民
へ
の
異
文
化
理
解
を
図
る

た
め
、
昨
年
７
月
に
市
主
催
の
「
多
文
化
共

生
講
演
会
」
を
開
催
し
、「
多
文
化
共
生
」

と
い
う
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
地
域
の
人
た
ち
が

考
え
る
機
会
の
提
供
を
行
い
、
多
く
の
市
民

に
聴
講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
３
年
６
月
に
は
、
外
国
人
住

民
が
生
活
す
る
上
で
の
様
々
な
悩
み
や
地
域

住
民
が
外
国
人
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
方
法
な
ど
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
一
元

的
相
談
窓
口
を
県
内
の
市
町
村
で
は
最
初
と

な
る
「
宇
佐
市
外
国
人
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
、
相
談
業
務
以
外
に
も
、
市
民

向
け
の
多
文
化
共
生
勉
強
会
や
外
国
人
と
の

「
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
す
る
な
ど

地
域
住
民
の
多
文
化
共
生
の
意
識
啓
発
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
地
域
住
民
へ
「
多
文

化
共
生
」
と
い
う
ワ
ー
ド
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
い
、
そ
の
意
識
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。



消費税の申告を行うためには、通常、経費等の集計やインボイスの保存などが必要となりますが、この特例
を適用すれば、所得税・法人税の申告で必要となる 売上・収入を税率毎（８％・10％）に把握するだけ で、
簡単に申告書が作成 できるようになります!
また、事前の届出も不要 で、申告時に適用するかどうかの選択が可能です！

売上・収入を税率毎（８％・10％）に把握するだけ 
簡単に申告書が作成 できるようになります!

事前の届出も不要 で、申告時に適用するかどうかの選択が可能です！

※個人事業者は、令和５年10～ 12月の申告から令和８年分の申告まで対象
令和５年10月１日～令和８年９月30日を含む課税期間

免税事業者からインボイス発行事業者になった方（２年前（基準期間）の課税売上が
1000万円以下等の要件を満たす方）

免税事業者からインボイス発行事業者になった場合の税負担・事務負担を軽減するため、
売上税額の２割を納税額とする ことができます !

納税額が売上税額の２割に軽減？



●事業所規模は常時使用する従業員が２０人以下（商業またはサービス業の場合は５人以下※宿泊業
および娯楽業は除く）の法人・個人事業主の方
●最近１年以上、商工会議所地区内で事業を行っている方
●商工会議所の経営指導を６ヵ月以上受けており、事業改善に取り組んでいる方
●納期の到来している税金(所得税、法人税、事業税、都道府県民税等)を完納している方
●日本政策金融公庫の融資対象業種を営んでいる方

２期分(前期・前々期)の青(白)色決算書(控)
２期分(前期・前々期)の税務署受付印のある確定
申告書(控)
所得税・事業税・住民税の領収書または納税証明書
見積書・契約書など　　　

個人企業
２期分(前期・前々期)の決算書(決算後６ヵ月を経ているも
のは最近の試算表)
２期分(前期・前々期)の税務署受付印のある確定申告書(控)
法人税・事業税・住民税の領収書または納税証明書
登記事項証明書　　見積書・契約書など

法人企業

／工場・店舗の改装資金、車両購入、機械設備の購入などに●設備資金として
／仕入資金、手形決済資金、給与・ボーナスの支払いなどに●運転資金として

１.３０％(固定)(令和５年３月１日現在)
不要（保証協会の保証も不要です）

運転資金７年以内（据置期間１年以内）
設備資金１０年以内（据置期間２年以内）

２,０００万円

マル経融資は、商工会議所の経営指導(原則６ヵ月以上)を受けた方に対し、
無担保・無保証で日本政策金融公庫が融資を行う国の制度です。

マル経融資 (小規模事業者経営改善資金融資制度 ) のご案内

■各種手数料（消費税込）

　毎日の取引を当所指定の日計表に記帳し、１カ月分をまとめて会議所へ提出す
るだけで、元帳・残高試算表などを作成します。
　毎年の決算申告手続きも、会計ソフトで打ち出した資料をもとに、決算書・申
告書の作成、消費税の申告書の作成までお手伝いします。
　事業主の皆さまは、関係書類を整えて提出していただくだけで結構です。
　また、青色申告特別控除（最高６５万円）の特典が受けられ節税にもつながります。
　記帳機械化について、日々の記帳でわからないこと、どのようなことでもお気
軽にご相談ください。

はじめませんか？
記帳機械化を

22,000円11,000円消費税

決算 22,000円
16,500円

130円日 計 表

記帳機械化
4,400円/月
5,500円/月 派遣税理士の

押印含む



―
お
知
ら
せ
―

か
れ
い
料
理

お
こ
ぜ
料
理

宇
佐
海
鮮
丼

歓
送
迎
会

　
　
ご
予
約
賜
り
ま
す

今
が
旬 お

愉
し
み
く
だ
さ
い
。

の
「
一
期
一
会
を
」

食

http://uodokoro-maruman.nsf.jp
TEL 0978-37-3771宇佐市大字高森一盃田

（県立歴史博物館前）

【代表者】
【所在地】
【営業時間】
【定休日】
【事業内容】
【電　話】

【代表者】
【所在地】
【営業時間】
【定休日】
【事業内容】
【電　話】

元永　晴憲
宇佐市長洲862-6
8時～ 17時
日曜日
建設業
58-3370

元永設備
奥　政弘
宇佐市森山1524
8時30～ 17時
日曜日・祝日
農機緑地機械販売修理業
32-0533

株式会社松本農機商会

【代表者】
【所在地】
【事業内容】
【電　話】

釜　宏明
宇佐市麻生5487
整体業・民泊業
090-1970-2595

ヤマト

【代表者】
【所在地】
【事業内容】
【電　話】

榎田　さおり
宇佐市長洲740-1
運転代行業
090-7394-3911

さつき代行

【代表者】
【所在地】
【事業内容】
【電　話】

三ヶ尻　治明
宇佐市住江225-2
建設業
38-4870

株式会社蒼新

【代表者】
【所在地】
【事業内容】
【電　話】

岩井　あつみ
宇佐市長洲927-1
飲食業（ラーメンショップ山香店）
0977-76-2666

岩井商事合同会社

　新型コロナウイルス感染症に加え、LPガスをはじめとする燃油・
物価高騰の影響を受けている地域経済の状況を鑑み、市民等の消
費喚起と市内事業者の売上拡大を通して地域経済の回復を図るた
め、30％のプレミアムが付いた商品券を発行します。

登録金融機関への振込

会員/無料　非会員/3％

宇佐市内

1枚　1,000円

611,000,000円（実質流通額）



所在地や設立・資本金などの会社概要、会社の信用が見える取引銀行・仕入先・販売先、最新
3期の業績、3段階評価の格付・概況。当館では九州版を購入しています。

小川　進　著＜東京商工リサーチ　2022 年刊＞（Ｒ335ﾄ）『ＴＳＲ　東商信用録　九州版』2022

４月から、ビジネス支援、子育て支援、医療健康情報のコーナーを拡大・
更新します。一部をご紹介します。

（　）内は図書館の請求記号です。

TEL 33-4600 FAX 33-4679
宇佐市大字上田1017-1

宇佐市民図書館

疾患項目を追加。診断に関する記載や文献情報も充実。薬剤師による「服薬指導・薬剤情報」
や各種付録など便利な情報も追記された最新版。

総編集 福井 次矢 ほか＜医学書院　2023 年刊＞（Ｒ492ﾌ）
『今日の治療指針　私はこう治療している　2023』

免疫力をアップする、糖質をおさえる、貧血を予防する、良質なおっぱいをつくる…など。思
ってもいないトラブルに見舞われる妊娠・授乳期。食事でサポートできれば。

岡本正子　著　＜日東書院　2022 年刊＞（498.5ｵ）
『管理栄養士さんが考えた妊娠・授乳中の気になる症状改善レシピ 200』

アクサ生命配当金のお知らせ

令和5年度検定試験

対象期間は令和3年12月1日～令和4年11月30日の1年間での計算期間となっております。
今回の、配当還付率（保険料1円当たり）は、約25.4144％となっております。
現在アクサ生命共済保険料の引落通帳に振込いたしましたので、ご確認願います。
今後ともご理解の上、ご協力をお願いいたします。

●通算第 34回　2級～ 7級　

●通算第 33回　2級～ 7級

日本語検定

●第 166回　2・3級　

●第 165回　1～ 3級　

●第 164回　1～ 3級　

日商簿記検定

「安い掛け金で大きな保障」として、会員事業所にご好評をいただいている
商工会所共済（生命共済）の配当金



最終回のご主人様は　
相田　一人（かずひと）　67歳　
1955（昭和30）年　生まれ
栃木県足利市に相田みつをの長男として生
まれ、出版社勤務を経て、相田みつを美術
館をオープン。お父様が書家としての作品
を産出し、それを世の中に広める役を担い、
その意味では親子二代である。著書に「父
　相田みつを」「書　相田みつを」などある。
趣味はクラッシック音楽鑑賞とテニスを
少々、好物は特になく、何でも美味しくい
ただきますとのこと　　好き嫌いないニャ。

相田みつを美術館はどんな所
1996年東京・銀座に開館、その後2003
年に現在の東京国際フォーラムに移転。コ
ンセプトは「人生の2時間を過ごす場所」。
開館時間は10：00～ 17：00まで（休館
日月曜）、収蔵品数は書作品・ろうけつ染・
愛用品等約800点、企画展ごとの展示点数
約100点（年3回入替）。全国より老若男
女を問わず幅広い層のお客様が来館され、
最近では世界各地より来館されるようにな
りました。　　
世界の人に届くようにニャッタ二ャ。

お仕事内容
当館は朝礼があり、まずはその日の出来事
など話します。その後館内の作品をチェッ
ク。原稿を書いたり、講演会に呼んでいた
だいたり、地方で行う展覧会や展示企画の
準備、土日はギャラリートークなども行い
ます。常に仕事に追われている毎日で、閉
館した後からが本当の仕事の始まりみたい
なもので、たまに午前様ということもあり
ます。　　大変忙しいのだニャ。　
仕事の難しさ、苦労談
器を作って作品を展示すれば美術館として
成るのではなく、美術館は接客サービス業
だと日頃からスタッフに話しています。つ
まり、いかにお客様に来ていただけるのか、
来ていただいたお客様にどうしたら満足し
ていただけるのかを考えています。また、
朝の展示室は空間が硬いように感じるんで
す。空間の湯もみ理論といって、お客様の
色々な思いが鑑賞いただくことで空間をも
み、柔らかくなり、美術館の空間が柔らか
くなっていくと感じています。　　
思いの詰まった美術館になればいいニャ。
将来の夢、戦略、やりたい事は
ライバルはディズニーランドです（笑）。
何故かというと修学旅行生は、午前当館、
午後ディズニーランドという日程が多く、
当館は精神のディズニーランドと自負して
います。また最近は海外の方の関心が高く、
ワールドワイドに作品が広がっていき、精
神のエンターテイメントの場所として成り
立っているようにも思います。来年は相田
みつを生誕百年の年で、その準備をしてい
ます。多少、世の中に認知されてきたもの
の、本当の意味で相田みつをの評価が定ま
っていないので、より浸透できればと思い
ます。　　　
吾輩の師匠は心を震わせてくれるニャ。
家庭環境はどうだったか
両親と妹、私の4人家族でした。我が家は
大変貧乏で明日食べるコメの心配より、今
日のコメの心配する家でした。父は筆一本
で生きることを決めた人なので、まるで金
銭感覚はなかった。その代わり母はパート
や内職も考えたのだが、父の許しが出なか
った。当時の父は子供たちが「ただいま」
と学校から帰ってきたときに必ず「おかえ
り」と迎える事が母親の大事な役目と考え

ていました。なにより緊張して帰宅してき
た子供たちの情緒の安定につながると考え
ていたようですね。しかしながら母は苦労
したと思います。特に母は足利市の材木屋
の箱入りの末娘でしたから。父とは短歌の
会で出会ったのですが、もちろん父は初め
から正直にお金のない人間で、収入のある
仕事に就くこともないと話していたようで
す。母もおおらかな人柄なので「何とかな
るだろう」と思い結婚したそうです。この
母がいなければ、相田みつを作品は出来な
かったと思います。　　　
我慢強い昭和の女性を想像するニャ。
お父様の書で一番好きな書や
今の時代に一番必要な書などを
あげるとしたら
よく聞かれるのですが、皆様と同じように
時と気分により変わります。しかし今の時
代にとなれば「うつくしいものを　美しい
と思える　あなたのこころがうつくしい」
です。特に子供を育てる場合、素直に美し
いものに、感動する心を養うことが大事で
す。それは反対側から解釈すると、不正や
間違ったこと、悪い事があった時に「何か
おかしい」と、そのことに敏感に気づくこ
とです。特に犯罪、いじめ、戦争です。戦
争体験をした父なりの考えでした。　　
人としての道理を判断できることが大事だニャ。

お父様と過ごされた思い出で
印象的なことは
子供時代、父と妹と三人で渡瀬川へよく魚
釣りに行きました。夕方帰る土手で、きれ
いな夕焼けを見て、父がひと言「きれいだ
なぁ」とその夕焼けに心の底から感動した
ことが、お互いに手をつないでいたので手
を通じて伝わってきました。親が子供に感
動する心を養った瞬間だった気がします。
「感動とは感じて動くと書くんだニャ。」
人生に多くの感動だニャ。

「うつくしいものを美しいと思える　
　　　あなたのこころがうつくしい」
相田みつを著「一生感動　一生青春」文化出版局より　
 Ⓒ相田みつを美術館　

お仕事内容
当館は朝礼があり、まずはその日の出来事
など話します。その後館内の作品をチェッ

ていました。なにより緊張して帰宅してき
た子供たちの情緒の安定につながると考え
ていたようですね。しかしながら母は苦労

愛ダ～ !

「うつくしいものを美しいと思える　

1924（大正13）年生まれ、栃木県足利市（本
名・光男）、旧制栃木県立足利中学卒業、書家・
詩人
短歌の会にて曹洞宗高福寺・禅僧・武井哲
応老師との人生最大の出逢いがあり、在家
師事し仏法を学ぶ。「その時の出逢いが　人
生を根底から変えることがある　よき出逢
いを」が生まれる。

在学中より、書や短歌に親しみ各書道展の
受賞歴を持つ。1991（平成3）年12月、脳
内出血により永眠。享年67歳　　著書に「に
んげんだもの」「一生感動一生青春」「雨の
日には・・・・・」など多数。
一期一会　出会いは大事だなニャ　師匠の
書は「一生勉強　一生青春」を目指して書
いたそうニャ

吾輩の師匠・相田みつをのプロフィール



̶

会
社
を
は
じ
め
ら
れ
た
時
代
や

き
っ
か
け
か
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

宇
佐
高
校
を
卒
業
後
、
東
京
農
業
大

学
農
芸
科
学
科
に
進
み
ま
し
た
。
昭
和

46
年
に
住
友
商
事
ケ
ミ
カ
ル
に
就
職
し
、

住
友
化
学
の
子
会
社
で
あ
る
神
東
塗
料

の
商
品
を
一
人
で
月
に
５
億
円
く
ら
い
売

上
げ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
52
年
に
社
内
結
婚
を
し
ま
し
た
。

家
内
も
東
京
育
ち
で
し
た
が
両
親
が
川

越
市
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
家
賃
の
い
ら
な

い
両
親
の
家
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。
そ
こ

に
ず
っ
と
住
む
つ
も
り
で
い
ま
し
た
が
、
通

勤
が
満
員
電
車
で
１
時
間
半
か
か
る
の
で

大
変
で
し
た
。
こ
れ
を
定
年
ま
で
続
け
る

の
は
耐
え
ら
れ
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

宇
佐
で
は
父
親
が
（
株
）
身
深
商
店

で
飼
料
を
卸
売
り
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
54
年
の
４
月
に
長
男
が
生
ま
れ
た

の
を
機
に
帰
郷
を
決
断
し
、
そ
の
年
の
11

月
に
宇
佐
に
帰
っ
て
身
深
商
店
の
経
営
に

参
加
し
ま
し
た
。
55
年
に
は
東
京
で
塗

料
販
売
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
塗
料
の
卸
会

社
と
し
て
西
日
本
塗
料
販
売
株
式
会
社

を
つ
く
り
、
同
じ
年
に
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
農

場
経
営
を
行
う
有
限
会
社
富
山
養
鶏
を

設
立
し
ま
し
た
。

̶

東
京
で
バ
リ
バ
リ
働
き
、
家
庭

を
き
ず
い
て
か
ら一転
し
て
の
田
舎

暮
ら
し
。
奥
様
が
よ
く
納
得
さ
れ

ま
し
た
ね
。

家
内
は
良
く
宇
佐
に
来
て
く
れ
た
と

思
い
ま
す
。
言
葉
も
わ
か
ら
な
い
、
友
達

も
い
な
い
田
舎
に
苦
労
し
な
が
ら
な
じ
ん

で
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
秘
訣
は
趣
味
だ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。テ
ニ
ス・水
泳・書
道・

コ
ー
ラ
ス
な
ど
に
熱
心
で
し
た
。
私
も
家

内
と
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
練
習
し
た
お

か
げ
で
、
水
泳
で
県
体
に
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

̶

内
容
の
異
な
る
会
社
の
経
営
は

大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
弟
が
助
け
て
く

れ
ま
し
た
。
弟
も
東
京
の
会
社
に
就
職

し
、
千
葉
の
女
性
と
結
婚
し
ま
し
た
が
、

帰
っ
て
き
て
専
務
と
し
て
私
を
支
え
て
く

れ
ま
し
た
。
西
日
本
塗
料
販
売
株
式
会

社
は
、
塗
装
屋
さ
ん
を
は
じ
め
大
分
ド
ー

ム
の
鉄
骨
や
九
州
新
幹
線
の
駅
舎
建
築
の

鉄
骨
な
ど
に
塗
る
た
め
の
塗
料
は
か
な
り

の
注
文
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
３
年
に
身
深
商
店
の
株
を
協
同

飼
料
に
売
却
し
ま
し
た
。
当
時
年
間

20
億
円
く
ら
い
売
り
上
げ
が
あ
っ
た
が
、

不
良
債
権
も
億
単
位
で
で
き
る
業
界
で
、

こ
れ
は
個
人
商
店
で
で
き
る
仕
事
で
は
な

い
と
判
断
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
牛・豚・

採
卵
鶏
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、
全
部
や
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
比
較
的
リ
ス
ク
が
少
な
い

ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
飼
料
だ
け
を
扱
う
有
限
会

社
ニ
ッ
ポ
ー
商
事
を
設
立
し
ま
し
た
。

富
山
養
鶏
は
廃
業
し
た
お
客
さ
ん
な

ど
の
農
場
を
引
き
継
い
で
経
営
し
て
い
ま

す
が
、
現
在
６
万
羽
以
上
飼
育
し
て
い
ま

す
。

̶

事
業
承
継
の
計
画
は
あ
り
ま
す

か
。

こ
の
年
に
な
っ
て
も
、
昔
と
違
っ
て
鶏
舎

は
機
械
化
し
て
お
り
、
ま
だ
続
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
若
い
人
が
２
人
、

こ
の
仕
事
を
や
り
た
い
の
で
農
場
を
売
っ
て

く
れ
な
い
か
、
と
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

29
才
の
若
者
は
お
客
さ
ん
で
、
Ｕ
タ
ー
ン

で
帰
っ
て
き
た
の
で
規
模
を
拡
大
し
た
い
と

の
こ
と
で
す
。
も
う
一
人
は
53
才
で
両
親

の
介
護
の
た
め
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
人
で
、
香
々

地
の
農
場
を
売
却
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。私

に
は
二
人
の
子
供
が
い
ま
が
、
そ
れ

ぞ
れ
大
学
で
学
ん
だ
専
門
を
い
か
し
た
道

に
進
み
ま
し
た
。
長
男
は
川
崎
、
次
男

は
栃
木
に
居
を
構
え
て
い
ま
す
の
で
仕
事

を
継
ぐ
こ
と
は
無
理
で
す
。
そ
れ
で
70
才

に
な
っ
た
頃
、
75
に
な
っ
た
ら
引
退
を
す

る
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
今
年
74
才
な
の

で
あ
と一年
で
す
。

ニ
ッ
ポ
ー
商
事
の
事
業
承
継
は
今
年
３

月
に
行
う
予
定
で
交
渉
は
完
了
し
て
い
ま

す
。
仕
入
れ
や
販
売
で
今
ま
で一緒
に
仕

事
を
し
て
い
た
児
湯
食
鳥
と
冠
地
鶏
の
学

食
に
、
お
客
さ
ん
を
移
管
す
る
話
を
進
め

て
い
ま
す
。

西
日
本
塗
料
販
売
は
弟
に
任
せ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
移
管
を
ど
う
す
る
か
決

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

̶

今
後
の
人
生
設
計
や
、
会
議
所

へ
の
要
望
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
も
あ
り
、
生

き
物
を
扱
う
仕
事
は
気
を
つ
か
い
ま
す
。

長
期
の
旅
行
も
で
き
ま
せ
ん
。
や
め
た
ら

ユ
ッ
ク
リ
家
内
と
旅
行
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ウ
イ
ス
キ
ー
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
オ
ー

デ
ィ
オ
や
自
動
車
の
趣
味
も
あ
る
の
で
、

今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
楽
し
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

富
山
で
太
陽
光
発
電
事
業
を
し
て
い
る

の
で
、
商
工
会
議
所
会
員
は
継
続
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
議
所
へ
の
要
望
は

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
会
員
か
ら
頼
ら

れ
る
存
在
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
職
員
の
待
遇
改
善
を

し
て
、
人
材
確
保
に
取
り
組
む
べ
き
と
思

い
ま
す
。

身  深  俊  雄身  深  俊  雄身  深  俊  雄
ニッポー商事代表取締役社長 

会
員
経
営
者
に
き
く（
５
）　


